（参考様式）
令和〇年〇月〇日＜留意事項＞
・旅行業法上、貸切バスに手配にかかる運送終了後の確認に使用する様式に定めはありません。
・バス事業者に実際の運行に基づく実走距離、実走時間を確認し、必要に応じて精算を行ってください。

旅行会社：○○　御中

[bookmark: _GoBack]バス会社：○○
担当者：○○

貸切バスに手配にかかる運送終了後の確認

１　運行日時
　　令和　　年　　月　　日（　　）

２　旅客団体名
　　

３　運行実績
	　
運送引受書
	総走行距離
	㎞

	
	総走行時間
	時間

	
	請求額
	円

	
実際の運行
	総実走距離
	㎞

	
	総実走時間
	時間

	
	請求額
（下限額）
	円
（　　　　　　円）


※走行距離は、10㎞未満の場合、10kmに切り上げ
走行時間は、点呼等時間(１日当たり２時間)を含み、30分以上は切り上げ

４　備考
　例：実際の運行が運送引受時と異なる理由や、精算の要否について
